
ポリテクセンター香川企業活用事例

ユニードパック株式会社
・所在地 ：香川県仲多度郡まんのう町炭所西800番地
・従業員数：122人
・事業内容：グラビア印刷・包装資材製造販売

１．利用企業の概要

把握した課題と要望

 課題
・従業員の情報リテラシーの理解を高めてもらいたい。
・今後の経営活動のためにも、社内全体の知識のボトムアップを図りたい。

 目標・要望
・従業員一人一人のスキルアップとデジタル技術を活用した省力化・効率化

利用した訓練・訓練概要

● 利用した訓練
・訓練コース名：「DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進」

「DX（デジタルトランスフォーメーション）の導入」
・訓練実施時期： 令和４年６月,7月
・訓練実施機関： 株式会社日本能率協会コンサルティング
・受講者数 ： 延べ30名

 訓練概要 〇「DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進」
【ねらい】 DXによる企業変革の有効性を理解し、自社のDX推進に向けたポイントを

習得する。
【項目】 ・DX概論

・DX導入事例
・DX戦略の導入
・役割の変化に応じた他者との関係構築スキル

〇 「DX（デジタルトランスフォーメーション）の導入」
【ねらい】 自社業務の変革を目指して、業務のシステム化に向け、自社のニーズに合致

したシステムを企画できる知識を習得する。
【項目】 ・DX導入手法とデジタル技術の活用

・DX導入手順
・システム開発手法
・DX推進検証

訓練を利用した成果
 DXについて意識づけができた。
 IT関連の資格試験を受験したいという受講者が出てきた。

２．支援の概要
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ユニードパック株式会社 事業主の声 総務課 佐藤さま

Q：訓練を利用したきっかけについて、教えてください
A： 当社の課題は、従業員間での情報リテラシーに大きな

格差があることでした。社内で月1回開催されるDX会議
では、一方的な発表会で終わっていました。
そのときに、ポリテクさんからDX対応コースをご提案

いただいたことをきっかけに、社内全体の知識のボトム
アップを図るため、訓練を受けることになりました。

Q：訓練を利用した感想や、受講した効果をお聞かせください
A： 教えていただいた内容をすぐに実践、活用というのは難しいですが、DXについてまず意識をす

るという段階には各自進めたと思います。
また、業務以外でディスカッションをする場はめったになかったので、そういう部分が新鮮で
よかったと思います。

Q：今後の抱負をお聞かせください
A： 訓練後、受講者の変化として、一部の受講者からIT関連の資格を勉強し始める人が出てきまし

た。また、受講者の多くが、訓練で出てきた「アジャイル開発」という言葉に強い印象を持った
ようで、小さな開発・改善サイクルを積極的に回すというのを業務で実践していけたらと思いま
す。
今後は会社としても、訓練を受けた受講者に中心に情報処理能力を持った人材を育成していき
たいです。

ユニードパック株式会社 受講者の声 デジタル課 秦さま

Q：訓練を受講した感想をお聞かせください
A： 私の上司が社内ネットワークを1人で作成をしており、その補助を行うためにも最低限の知識

をつけなければいけないと感じたので受講しました。
受ける前までは固いイメージでしたが、ディスカッション等もあったので受講しやすかった
です。私自身は以前からITパスポートの勉強をしており、DXのことを表面的には理解していま
したが、今回の訓練を受けたことで、自分の中で復習ができDXの知識がまたさらに深まりまし
た。訓練も、聞くばかりではなく会社の人と意見交換ができてよかったと思います。
訓練で学んだことを実務の中で活かすことはこれからですが、DXやITに対しては意識をして
目を向けるようになると思います。また、部署内のどういった部分をIT化しDXに繋げていける
のか課題も分かりました。
これからは、より掘り下げて知識をつける必要を感じたので、勉強をしつつ自身のスキルアッ
プに繋げ、社内全体でDXを積極的に取り組んでいきたいです。

★会社についてご紹介いただきました★
当社では、社名のとおりお客様が必要とする袋を提供することを

目的として、軟包材づくりに取り組んでいます。
特に少量多品種や短納期の対応を可能とするため、自社一貫体制の

工場にて製品の品質、価格、納期を満足できる会社作りに努力して
います。
軟包材メーカーでスピードと柔軟な対応で高い顧客満足が得られ、

それを満たすために社員が活発で楽しい社風の企業へと推進して参ります。

３．利用者の声

総務課 佐藤さま（右）
デジタル課 秦さま （左）

ユニードパック株式会社 本社前
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